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は
じ
め
に

　
仏
法
（
仏
教
）
は
し
ば
し
ば
神
信
仰
と

融
合
し
て
発
展
し
て
き
た
。
仏
法
は
、
歴

史
的
に
は
原
始
仏
教
、
部
派
仏
教
か
ら
大

乗
仏
教
、
密
教
へ
と
展
開
し
た
が
、
そ
こ

に
は
神
信
仰
と
の
融
合
の
進
展
と
い
う
側

面
が
見
ら
れ
る
。
仏
法
は
ま
た
、
ア
ジ
ア

の
広
い
地
域
に
流
布
し
、
そ
の
中
で
地
域

の
種
々
の
神
信
仰
と
複
合
、
融
合
を
遂
げ

て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
仏
法
と
神
信

仰
の
複
合
、
融
合
の
あ
り
方
を
、
ア
ジ

ア
諸
国
に
見
ら
れ
る
神
仏
の
複
合
、
融
合

の
あ
り
方
と
比
較
し
て
そ
の
特
質
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
研
究
課
題
だ

と
考
え
る
。
私
た
ち
は
、
現
在
、
日
本
学

術
振
興
会
科
学
研
究
費
の
補
助
を
受
け
た

共
同
研
究
「
神
仏
融
合
か
ら
見
た
日
本
の

宗
教
・
思
想
と
ア
ジ
ア
の
比
較
研
究
―
分

野
横
断
に
よ
る
人
文
学
の
再
生
―
」（
基

盤
研
究
（
Ａ
）、
研
究
代
表
者
吉
田
一
彦
、

二
〇
一
七
～
二
〇
二
一
年
度
）
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
二
〇
一
九
年
は
、
共
同
研
究

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
三
月
に
イ
ン
ド
、
九

月
に
中
国
甘
粛
省
敦
煌
市
の
調
査
を
実
施

し
た
。
こ
こ
に
調
査
の
概
要
を
覚
書
と
し

て
記
述
し
て
お
き
た
い
。

イ
ン
ド
の
調
査

　
二
〇
一
九
年
三
月
九
日
～
一
七
日
に
イ

ン
ド
の
調
査
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、

吉
田
一
彦
、
曾
根
正
人
、
上
島
享
、
関
山

麻
衣
子
、
高
井
龍
、
高
志
緑
、
高
橋
早
紀

子
で
、
高
井
と
高
橋
は
公
務
の
関
係
で

一
三
日
の
便
で
一
四
日
に
帰
国
し
た
。
調

査
対
象
地
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
三
月

　
九
日　
日
本
か
ら
デ
リ
ー
へ

一
〇
日　
ク
ト
ゥ
ブ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、

フ
マ
ユ
ー
ン
廟
、
国
立
デ
リ
ー

博
物
館
、
オ
ー
ラ
ン
ガ
バ
ー
ド

へ
移
動

一
一
日　
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
ジ
ャ
イ
ナ
教

窟
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
窟
の
半

数

一
二
日　
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟

一
三
日　
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
仏
教
窟
と
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
窟
の
半
数
、
ム
ン

バ
イ
へ
移
動

一
四
日　
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
石
窟
、
チ
ャ
ト

ラ
パ
テ
ィ
・
シ
ヴ
ァ
ジ
・
マ
ハ

ラ
ジ
・
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
・
サ
ン
ト

ラ
バ
ヤ

一
五
日　
サ
ー
ン
チ
ー
仏
塔
、
デ
リ
ー
へ

移
動

一
六
日　
テ
リ
ー
の
デ
ィ
ガ
ン
バ
ラ
・

ジ
ャ
イ
ン
・
ラ
ー
ル
寺
院

（
ジ
ャ
イ
ナ
教
）、
ラ
ク
シ
ュ

ミ
ー
・
ナ
ラ
ヤ
ン
寺
院
（
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
）、
マ
ハ
ボ
デ
ィ
寺

院
（
仏
教
）

一
七
日　
帰
国

　

今
回
の
調
査
で
は
、
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
、

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
、
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
石

窟
、
サ
ー
ン
チ
ー
仏
塔
な
ど
を
実
見
、
踏

査
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
密

度
の
濃
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
紙

幅
の
関
係
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
神
仏
融

合
に
焦
点
を
絞
っ
て
言
及
し
た
い
。

仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
複
合
窟

　
イ
ン
ド
の
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
の

オ
ー
ラ
ン
ガ
バ
ー
ド
郊
外
に
あ
る
エ
ロ
ー

ラ
石
窟
は
、
世
界
的
に
著
名
な
、
仏
教
と

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
複
合
石

Report
調
査
報
告

　
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
、
敦
煌
石
窟
を
た
ず
ね
て

　
　
　
　
　
―
二
〇
一
九
年
の
調
査
か
ら
―

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
吉
田
　
一
彦
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窟
寺
院
群
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
合
計
三
四

も
の
石
窟
が
あ
り
、
第
一
～
第
一
二
は
仏

教
の
石
窟
（
五
～
八
世
紀
の
成
立
と
い

う
）、
第
一
三
～
第
二
九
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
石
窟
（
七
～
九
世
紀
の
成
立
と
い

う
）、
第
三
〇
～
第
三
四
は
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
石
窟
（
九
～
一
〇
世
紀
の
成
立
と
い

う
）
で
あ
る
。
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
現
在
の

入
り
口
を
入
る
と
、
正
面
に
巨
大
な
第

一
六
窟
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
は
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
カ
イ
ラ
ー
サ
ナ
ー
タ
寺
院
で

あ
る
。
ま
た
こ
こ
の
第
二
層
に
は
ラ
ン

ケ
ー
シ
ュ
ワ
ラ
寺
院
が
あ
る
。
と
こ
ろ
狭

し
と
並
ぶ
数
多
く
の
石
刻
、
彫
刻
は
美
術

的
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
あ

つ
い
信
仰
心
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
こ
に

は
、
複
数
の
信
仰
の
複
合
、
融
合
、
重
層

が
見
ら
れ
、
大
変
興
味
深
い
。

エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
仏
教
窟
の

マ
ハ
ー
マ
ー
ユ
ー
リ
ー

　
最
初
に
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
の
マ
ハ
ー
マ
ー

ユ
ー
リ
ー
（
孔
雀
王
、
孔
雀
明
王
）
像
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。
エ
ロ
―
ラ
に
マ
ハ
ー

マ
ー
ユ
ー
リ
ー
像
が
造
型
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
［
森
雅
秀

二
〇
一
七
］。
そ
れ
が
仏
教
窟
の
中
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
そ
の

一
つ
は
、
第
六
窟
の
祠
堂
前
向
か
っ
て
右

側
の
壁
で
、
こ
こ
の
龕
の
中
央
に
女
神
の

立
像
が
浮
彫
で
造
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
マ
ハ
ー
マ
ー
ユ
ー
リ
ー
像
で
あ
る
。
こ

れ
は
豊
か
な
乳
房
と
臀
部
を
造
型
す
る
女

神
の
像
で
あ
り
、
右
手
は
一
部
破
損
し
て

い
る
が
、
孔
雀
の
羽
を
持
っ
て
上
部
に
掲

げ
て
お
り
、
左
手
は
下
に
下
げ
て
果
実
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
周
囲
に
は
関
係
の
図

像
が
レ
リ
ー
フ
で
描
か
れ
て
お
り
、
向

か
っ
て
左
側
中
段
に
は
羽
を
広
げ
た
孔
雀

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
［
写
真
１
］。

　
も
う
一
つ
は
、
第
八
窟
の
祠
堂
向
か
っ

て
右
側
の
壁
で
、
こ
こ
の
龕
の
中
央
に
や

は
り
女
神
の
立
像
の
浮
彫
が
あ
り
、
マ

ハ
ー
マ
ー
ユ
ー
リ
ー
像
で
あ
る
。
そ
の
周

囲
に
は
関
係
の
図
像
が
浮
彫
で
描
か
れ

て
お
り
、
向
か
っ
て
左
側
中
段
に
は
孔

雀
の
姿
が
見
え
る
。
私
た
ち
は
、
孔
雀

王
（
孔
雀
明
王
）
信
仰
の
展
開
に
関
心
が

あ
る
の
で
［
野
口
・
吉
田
・
上
島
・
増
記

二
〇
一
八
］、
こ
れ
ら
の
像
を
実
見
す
る

こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
マ
ハ
ー
マ
ー

ユ
ー
リ
―
像
は
孔
雀
に
乗
る
形
態
で
は
な

く
、
女
神
の
立
像
な
ど
の
形
態
で
描
か
れ

て
い
た
。

エ
ロ
ー
ラ
石
窟
第
一
一
窟
、

第
一
二
窟
の
神
仏
融
合

　
次
に
、
仏
教
窟
の
中
に
見
え
る
神
や
魔

に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
第
一
一
窟
、
第

一
二
窟
は
巨
大
な
仏
教
の
僧
院
で
、
七
～

八
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
一
二
窟
の
第
三
層
に
は
、
奥

の
祠
堂
に
、
中
尊
と
し
て
結
跏
趺
坐
し
て

降
魔
印
（
悪
魔
降
伏
の
印
相
）
の
姿
を
と

る
シ
ャ
カ
像
、
そ
の
左
右
に
八
躯
の
菩
薩

立
像
が
ま
つ
ら
れ
る
。
入
口
を
入
っ
て
左

右
の
正
面
に
対
面
す
る
壁
に
は
、
ブ
ッ
ダ

に
対
面
す
る
よ
う
に
し
て
神
像
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
正
面
向
か
っ
て
左
側
の
壁
は

上
部
が
タ
ー
ラ
ー
像
で
、
下
部
は
仏
菩
薩

像
で
あ
ろ
う
。
右
側
の
壁
は
ジ
ャ
ン
バ
ラ

像
と
思
わ
れ
る
。
シ
ャ
カ
が
坐
す
台
座
の

下
部
の
左
右
に
は
上
部
を
手
で
支
え
る
よ

う
に
す
る
ガ
ナ
が
描
か
れ
て
い
る
。
床
面

写真1　エローラ石窟第 6窟
マハーマーユーリ像

写真 2　エロラ石窟第 12窟
第三層祠堂　ビナヤカを組み伏すアパラージター
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を
見
る
と
、
台
座
に
接
す
る
よ
う
に
し

て
、
ビ
ナ
ヤ
カ
ら
し
き
も
の
を
組
み
伏
す

ア
パ
ラ
―
ジ
タ
ー
の
小
像
が
あ
る
［
写
真

２
］。
ま
た
向
か
っ
て
左
に
は
地
天
ら
し

き
像
（
頭
部
欠
く
）
が
あ
る
。
な
お
、
こ

の
祠
堂
内
に
は
天
井
等
に
壁
画
が
あ
り
、

彩
色
が
美
し
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
シ
ャ
カ
の
降
魔
の
場
面
に
、
仏
や
菩

薩
と
あ
わ
せ
て
魔
や
地
天
、
あ
る
い
は
神

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
大
変
興
味
深
い
。

　
同
じ
第
一
二
窟
の
第
二
層
の
奥
の
祠
堂

も
こ
れ
と
類
似
し
て
お
り
、
正
面
中
央
に

シ
ャ
カ
の
坐
像
が
ま
つ
ら
れ
、
結
跏
趺
坐

し
て
降
魔
印
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
左
右

に
は
菩
薩
立
像
が
立
ち
並
び
、
そ
れ
に
は

一
部
彩
色
が
残
っ
て
い
て
、
美
し
い
。
入

口
入
っ
て
正
面
に
対
面
す
る
左
側
の
壁
に

は
タ
ー
ラ
ー
ら
し
き
も
の
、
右
側
の
壁
に

は
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
る
。

第
一
一
窟
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
第
一
一
窟

の
第
二
層
は
正
面
に
三
つ
の
祠
堂
が
あ

る
（
四
つ
目
の
も
の
が
向
か
っ
て
右
に
あ

る
が
中
は
空
洞
に
な
っ
て
い
た
）。
そ
の

一
つ
に
は
、
正
面
中
央
に
シ
ャ
カ
の
坐
像

が
ま
つ
ら
れ
、
結
跏
趺
坐
し
て
降
魔
印

を
と
っ
て
い
る
［
写
真
３
］。
台
座
の
下

部
に
は
上
方
を
支
え
る
ガ
ナ
が
左
右
に
描

か
れ
、
台
座
の
前
の
床
面
に
は
向
か
っ
て

左
に
壺
を
持
つ
地
天
、
右
に
ガ
ネ
ー
シ
ャ

を
踏
み
つ
け
る
ア
パ
ラ
―
ジ
タ
ー
の
小
像

が
あ
る
［
写
真
４
、５
］。
こ
れ
は
、
シ
ャ

カ
が
人
差
し
指
を
地
に
つ
け
る
と
、
地
の

神
が
シ
ャ
カ
に
加
勢
し
て
魔
を
撃
退
し
た

と
い
う
降
魔
の
説
話
の
場
面
を
描
い
て
い

る
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
の
ガ
ネ
ー

シ
ャ
は
魔
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
れ

が
地
天
に
撃
退
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
の
造
形
は
、
イ
ン
ド
の
「
鬼

神
を
制
す
る
は
鬼
神
」
の
思
想
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
祠
堂
に
は

入
り
口
を
入
っ
て
正
面
に
対
面
す
る
右
側

の
壁
に
ジ
ャ
ン
バ
ラ
が
描
か
れ
て
い
る

［
写
真
６
］。

　
第
一
一
窟
の
第
三
層
に
は
三
つ
の
祠
堂

（
た
だ
し
向
か
っ
て
右
は
中
は
空
洞
）
が

あ
る
。
そ
の
内
、
中
央
の
祠
堂
に
は
、
中

尊
と
し
て
シ
ャ
カ
の
坐
像
が
造
型
さ
れ
る

写真3　エローラ石窟第 11窟第二層祠堂　シャカ坐像

写真 4　エローラ石窟第 11窟第二層祠堂　シャカ坐像台座写真 5　ガネーシャを踏みつけるアパラージター

写真 6　エローラ石窟第 11窟
第二層祠堂　ジャンバラ像
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こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、
向
か
っ
て
右
側

の
壁
に
浮
彫
で
魔
の
よ
う
な
も
の
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ド
ゥ
ル
ガ
ー
、
ガ

ネ
ー
シ
ャ
、
カ
ー
ラ
ー
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
一
一
窟
、
第
一
二
窟

に
は
、
祠
堂
の
正
面
に
シ
ャ
カ
の
坐
像
、

そ
の
左
右
に
菩
薩
た
ち
の
彫
刻
が
安
置
さ

れ
る
が
、
あ
わ
せ
て
入
り
口
左
右
の
正
面

に
対
面
す
る
壁
に
、
ブ
ッ
ダ
に
対
面
す
る

よ
う
に
し
て
神
像
が
浮
彫
で
描
か
れ
て
い

る
場
合
が
多
く
、
大
変
興
味
深
い
。
森
雅

秀
氏
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
第
一
一
窟
の
第

二
層
の
向
か
っ
て
右
側
の
も
の
と
、
第

一
二
窟
の
第
三
層
の
も
の
と
、
第
一
二
窟

の
第
二
層
の
も
の
を
ジ
ャ
ン
バ
ラ
と
タ
ー

ラ
ー
？
と
し
、
第
一
二
窟
の
第
一
層
を

タ
ー
ラ
ー
と
チ
ュ
ン
ダ
ー
と
比
定
し
て
い

る
［
森
雅
秀
二
〇
〇
七
］。

敦
煌
の
石
窟
の
調
査

　

二
〇
一
九
年
は
続
い
て
九
月
九
日
～

一
七
日
に
中
国
甘
粛
省
敦
煌
市
の
石
窟
寺

院
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加

者
は
、
吉
田
一
彦
、
曾
根
正
人
、
伊
藤
聡
、

荒
見
泰
史
、
荒
見
愛
、
関
山
麻
衣
子
、
高

橋
早
紀
子
、
高
志
緑
、
高
井
龍
（
一
二
日

の
便
で
一
三
日
帰
国
）、
平
法
子
（
一
三

日
よ
り
参
加
）、
白
川
梨
香
（
一
三
日
よ

り
参
加
）、
上
島
享
（
一
四
日
よ
り
参
加
）

で
あ
る
。
調
査
対
象
地
お
よ
び
拝
観
窟
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
九
月

　
九
日　
日
本
か
ら
敦
煌
へ

一
〇
日　
敦
煌
博
物
館
、
西
晋
墓
・
東
漢

墓
、
鳴
沙
山

一
一
日　

莫
高
窟
の
第
六
一
、九
五
（
非

公
開
窟
、
研
究
用
拝
観
）、

九
七
（
非
公
開
窟
、
研
究
用
拝

観
）、
二
〇
五
、一
五
四
窟

一
二
日　
莫
高
窟
の
第
三
八
四
、三
三
五
、

三
三
六
、三
三
七
、二
二
〇
、

二
七
五
、
天
王
堂
（
非
公
開
堂
、

研
究
用
拝
観
）、

敦
煌
研
究
院
副
所
長
李
国
先

生
ら
と
学
術
交
流

一
三
日　
玉
門
関
、西
千
仏
洞
の
第
四
、五
、

一
〇
、一
八
窟
、
学
会
（
中
華

炎
黄
文
化
研
究
会
童
蒙
文
化

委
員
会
）
会
長
の
金

坤
首
都

師
範
大
学
教
授
ら
と
学
術
交

流

一
四
日　
莫
高
窟
の
陳
列
館
、
第
一
六
～

一
七
、三
三
二
、四
二
八
、

四
二
〇
、二
五
九
、一
四
八
、

一
七
一
、六
一
（
再
見
）
窟

一
五
日　
莫
高
窟
の
紹
介
映
画
鑑
賞
、

午
前
に
学
会
（
中
華
炎
黄
文

化
研
究
会
童
蒙
文
化
委
員
会　

第
五
届
国
際
学
術
研
討
会
）
の

莫
高
窟
現
地
調
査
に
参
加
、
午

後
に
莫
高
窟
特
別
窟
な
ど
を

調
査
。

莫
高
窟
の
第
四
六
、四
五
（
学

会
見
学
）、
三
二
一
（
学
会
見

学
）、
五
七
、二
四
九
、九
六
、

一
〇
三
、一
〇
五
、一
六
九

（
非
公
開
窟
、
研
究
用
拝
観
）、

一
五
八
、九
窟

一
六
日　
楡
林
窟
の
第
二
、三
、四
、二
五
、

一
二
、一
四
、一
三
、一
七
、

一
六
、二
六
、二
七
窟

一
七
日　
帰
国

　

敦
煌
で
は
、
同
行
の
荒
見
泰
史
氏
が

一
四
日
に
学
会
（「
中
華
炎
黄
文
化
研
究

会
童
蒙
文
化
委
員
会　

第
五
届
国
際
学

術
研
討
会
」）
の
基
調
報
告
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
荒
見
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
同
学
会

会
長
の
金

坤
首
都
師
範
大
学
教
授
ら
と

学
術
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
五

日
に
は
同
学
会
の
調
査
に
参
加
し
、
莫
高

窟
の
特
別
窟
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
一
六
日
に
は
、
金

坤
先
生
ら
と

と
も
に
楡
林
窟
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
学
会
お
よ
び
金

坤
先
生
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
三
日
に
は
、
荒
見
氏
の
紹
介

に
よ
り
、
敦
煌
研
究
院
を
訪
れ
、
副
所
長

の
李
国
先
生
ら
と
学
術
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
研
究
の
た
め
い
く
つ
か
の
非

公
開
窟
お
よ
び
天
王
堂
［
写
真
７
］
の
見

学
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
。
李
国
先
生
お
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よ
び
敦
煌
研
究
院
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

莫
高
窟
の
孔
雀
明
王
像

　
莫
高
窟
で
も
孔
雀
明
王
像
を
実
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
つ
は
第
二
〇
五
窟
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
窟
に
は
、
前
室
の
頂

に
不
空
羂
索
観
音
、
千
手
観
音
、
如
意
輪

観
音
の
壁
画
が
描
か
れ
、
甬
道
の
天
井
に

孔
雀
明
王
像
の
絵
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
台
座
に
乗
り
羽
を
広
げ
る
孔
雀

に
乗
る
孔
雀
明
王
を
描
く
絵
画
で
、
四
臂

で
、
孔
雀
の
羽
、
蓮
華
、
菓
、
蓮
華
を
持
っ

て
い
る
。
ま
た
頭
部
に
は
化
仏
が
描
か
れ

て
い
る
。
五
代
の
時
代
の
も
の
だ
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
は
第
一
六
九
窟
の
も
の
で
、

こ
こ
も
甬
道
の
天
井
に
孔
雀
明
王
像
の
絵

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
蓮
華
の

台
座
に
乗
り
羽
を
広
げ
る
孔
雀
に
乗
る
孔

雀
明
王
を
描
く
も
の
で
、
二
臂
で
、
右
手

に
宝
珠
、
左
手
に
孔
雀
の
羽
を
持
っ
て
い

る
。
下
部
に
は
左
右
に
童
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
敦
煌
の
孔
雀
明
王
像
に
つ
い
て
は

橋
村
愛
子
氏
の
研
究
が
あ
る
［
橋
村
愛
子

二
〇
一
一
］。

敦
煌
の
夜
叉
た
ち

　
敦
煌
で
は
夜
叉
の
壁
画
を
多
数
実
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
私
は
日
本
に
お
け
る
鬼
神

観
念
の
形
成
と
発
展
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
長
い
時
間
軸
の
中
で
種
々
の

文
化
交
流
に
よ
っ
て
形
成
、
発
展
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
鬼
神
観
念
と

あ
わ
せ
て
イ
ン
ド
の
鬼
神
観
念
の
強
い
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、

そ
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
は
、
イ
ン
ド
の
鬼
の

イ
メ
ー
ジ
を
密
教
の
造
形
を
通
じ
て
受
容

し
た
も
の
が
基
調
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
が
夜

叉
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

莫
高
窟
で
は
、
第
三
八
四
窟
で
夜
叉

像
（
壁
画
）
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
窟
の
東
壁
の
門
口
北
側
に
描
か
れ

る
毘
沙
門
天
像
の
左
右
に
は
、
毘
沙
門
天

に
侍
す
二
人
の
夜
叉
像
（
壁
画
）
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
向
か
っ
て
右
の
夜

叉
は
、
赤
色
、
二
眼
で
、
髪
の
毛
を
逆
立

た
せ
、
裸
形
で
豹
柄
の
パ
ン
ツ
の
上
に
赤

褌
を
は
き
、
両
手
で
一
本
の
棍
棒
を
持
っ

て
い
る
。
向
か
っ
て
左
の
夜
叉
は
、
青
色
、

二
眼
で
、
髪
の
毛
を
逆
立
た
せ
、
裸
形
で

赤
褌
を
は
き
、
右
手
で
鉞
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
同
窟
の
西
壁
龕
外
の
南
側
に
も
夜

叉
（
壁
画
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら

は
、
赤
色
、
三
眼
で
、
髪
の
毛
を
逆
立
た

せ
、
裸
形
で
短
い
パ
ン
ツ
を
は
き
、
左
手

に
鉞
、
右
手
に
棍
棒
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
敦
煌
の
西
千
仏
洞

で
も
夜
叉
像
（
壁
画
）
を
実
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
西
千
仏
洞
の
第
一
八
窟
の
北

壁
の
西
側
、
東
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
体
の

夜
叉
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
夜

叉
も
赤
色
の
裸
形
、
二
眼
で
、
褌
を
し
て

棍
棒
を
持
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
楡
林
窟
に
お
い
て
は
、
第
一
二

窟
の
前
室
北
壁
に
二
体
の
夜
叉
像
、
東
壁

北
側
に
五
体
の
夜
叉
像
、
南
壁
に
二
体
の

夜
叉
像
、東
壁
南
側
に
五
体
の
夜
叉
像（
い

ず
れ
も
壁
画
、
梵
天
・
帝
釈
天
に
侍
す
）

を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同

一
三
窟
前
室
北
壁
、南
壁
に
も
夜
叉
像（
い

ず
れ
も
壁
画
、
梵
天
・
帝
釈
天
に
侍
す
）

を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

楡
林
窟
の
魔
衆
た
ち

　
楡
林
窟
の
第
三
窟
は
密
教
の
造
形
が
ず

ら
り
と
並
び
、
ま
こ
と
に
壮
観
で
あ
る
。

壁
画
は
西
夏
の
時
代
、
彫
刻
は
清
代
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
窟
内
の
正
面（
東
壁
）

に
は
、
中
央
に
八
塔
変
が
あ
り
、
降
魔
の

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
向
か
っ

て
右
に
は
五
十
一
面
千
手
千
眼
観
音
変
が

描
か
れ
、
そ
の
内
部
に
農
耕
、
鉄
の
道
具

写真7　敦煌莫高窟　天王堂
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の
生
産
な
ど
民
衆
の
生
産
風
景
が
多
数
描

き
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
向
か
っ
て

左
に
は
十
一
面
千
手
観
音
変
が
描
か
れ
て

い
る
。

　
八
塔
変
に
は
、
降
伏
さ
れ
る
魔
衆
た
ち

が
複
数
描
か
れ
て
お
り
、
降
伏
さ
れ
て
落

下
す
る
魔
や
、
鏡
を
見
る
魔
女
が
描
か
れ

て
い
る
。
魔
女
は
醜
悪
な
顔
、
腹
、
胸
を

し
て
お
り
、
自
ら
鏡
で
お
の
れ
の
姿
を
見

て
い
る
。
中
国
に
は
マ
ー
ラ
の
語
を
訳
す

適
切
な
言
葉
が
な
く
、「
魔
」
と
い
う
文

字
が
新
た
に
造
字
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、

こ
れ
ら
の
宗
教
的
概
念
さ
ら
に
視
覚
イ

メ
ー
ジ
は
文
化
交
流
の
中
で
受
容
さ
れ
た

も
の
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

観
無
量
寿
経
変
相
図

　
敦
煌
で
は
多
数
の
観
無
量
寿
経
変
相
図

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
日
本

の
当
麻
曼
荼
羅
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
源

流
と
な
る
中
国
の
観
経
変
に
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
、
数
多
く
の
観
経
変

の
極
楽
浄
土
の
造
形
、
未
生
怨
や
十
六
観

想
の
描
き
方
、
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生

に
至
る
部
分
の
描
き
方
な
ど
を
実
見
す
る

こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

観
経
変
だ
け
で
は
な
い
。
敦
煌
で
は
、

法
華
経
変
、
弥
勒
経
変
、
薬
師
経
変
、
金

光
明
経
変
、
金
剛
経
変
、
維
摩
経
変
、
報

恩
経
変
な
ど
、
種
々
の
変
相
図
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
、
多
く
の
知
見
と
多
く
の
課

題
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
行
の
諸
氏

と
お
世
話
に
な
っ
た
中
国
の
先
生
方
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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